
 

写真現像の銀塩増幅技術

感染症検査装置「富士
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※1 標識の増幅処理を行わない金コロイド標識

や細菌の量が約 100 分の 1 の場合でも、
※2 試薬に滴下した検体(鼻腔ぬぐい液など

が生成され、この複合体があらかじめ検出
が表示される検査方式。簡便迅速に結果

※3 デンシトメトリー分析装置「富士ドライケム
AG カートリッジ FluAB（承認番号：22300AMX00569000

※4 Health Level Seven の略。 

※5 日本の化学工業の技術に関して特に顕著
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1.品名 

富士ドライケム IMMUNO AG2  

（一般的名称：デンシトメトリー分析装置

 

2.発売日 

2018 年 2 月 20日 

 

3.主な特長 

(1)写真現像の銀塩増幅技術を応用

写真の現像プロセスで用いる銀塩増幅技術

りで銀を増幅させ、標識のサイズを

ルスや細菌の量が少ない発症初期

 

【高感度検出技術】 

金(Au)コロイド標識と銀イオンと

が反応し、金属銀(Ag)が生じやすくな

増幅反応をコントロールすることで

銀を形成することができる。その

標識や、着色ラテックス標識を用いた一般的な迅速診断試薬

、検出可能。 
)中に被検物質（ウイルス等）が存在すると、試薬中の標識抗体

検出ライン上に線状に塗布された抗体に捕捉されると、陽性
結果を得られることから、処置を急ぐ必要がある感染症の検査

ドライケム IMMUNO AG1（届出番号：14B2X10002000104）」と専用試薬
22300AMX00569000）」と組み合わせて使用する定性免疫診断装置

顕著な業績のあった者に贈られる賞。 

した「銀増幅イムノクロマト法」 
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分析装置／届出番号：14B2X10002000123） 

応用し、高感度化を実現 

銀塩増幅技術の応用により、検体中の抗原に反応

のサイズを約 100 倍に拡大し、判定ラインをはっきり表示

発症初期における検出精度を大幅に向上させました

イオンと還元剤を共存させると、金コロイド標識の周りだけ

じやすくなる(増幅反応、白黒写真の現像技術の応用

をコントロールすることで、金コロイド標識がある所にのみ、金属銀を

その結果、目視能が大幅に向上する。 

迅速診断試薬との比較で、検体中のウイルス

標識抗体と結合して抗原抗体複合体
陽性(抗原あり)を示す色付きのライン
検査に多用されている。 
専用試薬「富士ドライケム IMMUNO   

定性免疫診断装置。 

反応する金コロイド標識の周

表示します。これにより、ウイ

させました。 

りだけ銀イオンと還元剤

応用)。 

を生じさせ、大きな金属

 



 

(2)簡単操作で時間管理不要の自動判定 

患者から採取した検体を滴下した「富士ドライケム IMMUNO AG カートリッジ」を本製品に挿入する

だけで、3分半～15分で簡単に判定ができます。また、測定結果を自動判定することで判定の誤差を無くし、

同一基準による客観的なデータが得られます。検査終了は、自動判定後に画面の点滅とアラーム音で通

知されるので、時間管理の必要がなく、機器から離れていても検査の進捗状況が分かります。 

 

(3)院内システムとの連携が可能 

新たにバーコードリーダーを内蔵するとともに、電子カルテへの検査データの送信に対応。バーコードリー

ダーで、検体の容器にラベリングされたIDや操作者の IDカードを読み取り、判定結果と紐付けて電子カル

テに直接送信できます。これにより、検体の取り違いや検査データの入力ミスの抑制、検査ワークフロー

の大幅な効率化に貢献します。なお、本システムで得た検査データは、医療情報交換の国際標準規格

「HL7 フォーマット」で出力することができます。 

 

(4)現場のニーズを汲んだデザイン 

従来機の約半分にあたる横幅 100mmのスリムなタテ型デザインを採用し、省スペース化を実現。また、機

器本体は、凹凸が少なく、清掃がしやすい形状です。 

液晶画面の表示には、黒背景に白色及びオレンジ色の文字を採用し、視認性を向上させました。また、検

査終了が、画面の点滅とアラーム音で通知されるため、機器から離れていても検査の進捗状況が分かり

ます。 

 

4.主な仕様： 

外形寸法  100mm(幅)×200mm（奥行）×200mm（高さ） 

重量   約 2.3kg 

電源電圧  AC100V  50-60Hz 

 

5.専用試薬： ※試薬は、従来機「IMMUNO AG1」と共通です 

 

 

 製品名 対象抗原 承認番号 

① 

富士ドライケム IMMUNO AG     

カートリッジ 

Myco 肺炎マイコプラズマ 22800EZX00054000 

② FluAB インフルエンザウイルス 22300AMX00569000 

③ RSV/Adeno 
RS ウイルス、 

アデノウイルス 
22700EZX00008000 

④ Adeno 
アデノウイルス 

22500AMX00899000 

⑤ Adeno OPH 22900EZX00027000 

⑥ StrepA A群ベータ溶血連鎖球菌 22500AMX00009000 
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